
1年 前期 - 時間 後期 - 時間

2年 前期 26 時間 後期 30 時間

19~20

〇

A評価

B評価

C評価

F評価

ペットカット理論／ペットサロン概論　まとめ

43~44 ワクチン等の予防接種や感染症等について

45~50 筆記対策授業（サロントリマー検定）／模擬テスト

21~24

25~28

29~30

13~14

51~56

7~８

9~10

11~12

15~16

17~18

シャンプーの種類や用途について

動物に関わる法律③～④

トリマーとして必要な病気の知識①～④

道具の管理や消毒方法について

31~38

39~40

41~42

成績評価方法

・出席率

定期試験

筆記試験

・模擬テスト／課題提出 実技試験

・平常点（提出物・授業参加意欲など） 実施しない

自己紹介～授業説明／サロンやショップ等の店舗形態や種類について1~2

3~4 ペットサロンの業務について／美容確認とポイント

5~6

成績評価基準

出席率90%以上・テスト（正答率90％以上）・平常点 優れている

出席率85％～89％以上・テスト（正答率80％～89％以上）・平常点 普通

出席率80％～84％以上・テスト（正答率70％～79％以上）・平常点 やや劣る

C評価の基準を満たしていない場合

生体販売やブリーダーの業務内容／繁殖や飼育、管理方法等について

ペットサロン市場調査／前期のまとめ

動物に関わる法律①～②

グルーミングの目的と意義／グルーミングの心構えについて

トリマーとしての心得①／サロンやショップにおける受付、接客対応について

トリマーとしての心得②／美容の収益のしくみと作業効率について

トリマーとしての心得③／作業効率について

ペットホテル業務の内容と受付対応について

ペットカット理論②

ペットカット理論①

教科書・教

材・服装等
グルーミングマニュアル／めざせ早期発見！わかる犬の病気

授業計画時間 授業内容

授業概要

美容室、ペットホテル、生体販売等各業種についての知識や、それらに関わる

法律について学ぶ。ペットカット理論として、犬種別のトリミングスタイルや

作業方法（グルーミング作業を含む）、犬の扱い方や保定の知識を学ぶ。サロ

ンやショップにおける受け方などの接客術を学ぶ。ワクチン等の予防接種につ

いての知識やサロントリマーとして必要な病気の知識を学ぶ。

授業形式 講義

到達目標

前期、トリマーとして必要な美容業務の知識や、ペットカット理論を通じてペットカットについて学ぶ。後

期、サロントリマーとして必要な知識（接客、病気、ワクチン、他）と動物取扱業としての法律等を中心に

授業を展開。取得確認として前後期共にテストを実施することで、到達目標とする。

担当講師

佐藤 　公一

実務経験 有

サロントリマーとして30数年とサロン経営者としてのキャリアがある為、学生に対

して、「雇用する側」「される側」両方の目線で講義することが出来る。「JKC公認

Ａ級トリマーライセンス」を所持。

科目名 ペットサロン概論 必修・選択必修の別 必修

実施期
授業時間数合計

※授業50分を1時間とする。
56 時間

シラバス（授業計画）

学科名 動物管理科 コース名 夜間部　トリマーコース


